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十和田の調査観測結果に関する資料 
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第８回火山調査委員会 気象庁 

十和田 

 十 和 田 
（2025年７月～2025年 11月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積算回数（右目盛） １月27日～28日 823回 

積算回数（右目盛） 

積算回数（右目盛） 

７月６日 139回 

2023年２月以降、中湖（なかのうみ）付近の深さ５km前後が震源と推定される火山性

地震の発生頻度がやや高い状態にある。活発化の初期段階において、低周波の地震も発

生した。また、GNSS連続観測では、2023年前半から十和田湖を挟む東西の基線において、

基線長のわずかな伸びが認められる。一方で、浅部の火山活動については、傾斜変動や

火山性地震の活動に特段の変化は観測されていない。 

図１ 十和田 火山活動経過図（2014年１月～2025年 11月） 
・⑤は図７の GNSS 基線①に対応。2016 年１月 29 日の観測開始以前は、試験的な解析を含む。 
 

2023 年２月に低周波地震が観測されて以降、中湖付近が震源と推定される火山性地震の発

生頻度がやや高い状態にある。2025年９月 28日には火山性地震が一時的に増加し、日回数は

25回となった。GNSS連続観測では、2023年前半から大川岱観測点と十和田湖２（国）観測点

に関する基線でわずかな変化（緑矢印）がみられている。 

 

11月22日 228回 
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第８回火山調査委員会 気象庁 

十和田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月６日 139回 

積算回数（右目盛） 

図２ 十和田 地震活動図（2018年１月～2025年 11月） 
  

2025年９月 28日に中湖付近（緑領域）で火山性地震が一時的に増加し、日回数は 25回とな

った。 

2023 年以降、震源が求まらない地震も含め、中湖付近の深さ５km 前後が震源と推定される

地震の発生頻度がやや高い状態で経過している。一方で、震源がより浅い地震は観測されてい

ない。 

御倉山 

N 

●：2025 年７月１日～2025年 11月 30 日  

●：2018 年１月１日～2025 年６月 30 日 

―：断層位置の目安（産総研（2004）を基に記載） 

11月22日 228回 

P 波 速 度 [km/s]

（km/s） 

Vp/Vs＝1.73 

震源計算に用いた速度構造 

深
さ
[㎞

] 

中湖 

９月 28 日の 

主な活動範囲 

滝ノ股川断層 

小国断層 

９月 28 日の 

主な活動範囲 
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第８回火山調査委員会 気象庁 

十和田 

  

回数積算＋MT 図（橙円内） ○：通常地震 △：深部低周波地震 

―：断層位置の目安（産総研（2004）を基に記載） 

 

平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震以降、主に

十和田湖の北西（桃領域内）を震源とする地震の発生頻度

が高まっている。 

中湖付近（橙円内）の深さ５km 前後を震源とする地震は、

2014 年１月に一時的に増加し、2023 年以降は発生頻度がや

や高い状態で経過している。 

 

M 別度数分布（領域全体） 

●積算 

○度数 

図３ 十和田 一元化震源による地震活動図 

（1997 年 10 月～2025 年 11 月） 
・M0.5 以上の地震を表す（右図の M 別度数分布参照）。 

・2001 年 10 月に小坂（防災科学技術研究所）を含む Hi-net の 

活用を開始。 

深さ時系列図 

回数積算＋MT 図（領域全体） 

▼平成 23年（2011 年） 

東北地方太平洋沖地震 

小国断層 

滝ノ股川断層 

回数積算＋MT 図（桃領域内） 
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第８回火山調査委員会 気象庁 

十和田 

 

  

図４ 十和田 地震予知総合研究振興会 AS-netの震源と火山監視情報システム VOISの震源

との比較 （2018年１月～2025年 11月） 
 ・AS-net、VOIS それぞれで観測された同一イベント（31個）の各震源を線で結んでいる。 

図の作成では公益財団法人地震予知総合研究振興会から提供いただいた震源データを使用した。ここに記して感謝

申し上げる。 

 

 両者の震源位置に大きな差異は認められない。 

 AS-netで決定された震源より、VOIS震源は浅い傾向がある。 

○ AS-net 

● VOIS 
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第８回火山調査委員会 気象庁 

十和田 

 

 

  

図５ 十和田 活発化の初期段階に発生した低周波地震（2023年２月９日） 
 

2023年２月１日に１回、９日に２回低周波地震を観測した。周波数は２Hz前後が卓越していた。 

１分 

発荷峠南観測点上下成分（2023 年２月９日 08 時 31 分～09時 00 分） 

低周波地震 

発荷峠南観測点上下成分の波形（2023 年２月９日 08 時 52分頃の地震） 
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第８回火山調査委員会 気象庁 

十和田 

図７ 十和田 GNSS観測基線図 
白丸（○）は気象庁、黒丸（●）は気象庁

以外の機関の観測点位置を示す。 

（国)：国土地理院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 十和田 GNSS基線長変化図（2014年 1月～2025年 11月） 
・①～⑧は図７の GNSS 基線①～⑧に対応。 ・（国）は国土地理院の観測点を表す。 ・グラフの空白部分は欠測を示す。 
 

十和田周辺の GNSS基線（①⑤⑥⑦⑧）で、2023年前半から大川岱観測点の西方向への変位と十和

田湖２（国）観測点の東方向への変位によるものとみられるわずかな変化（緑矢印）が認められる。 
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第８回火山調査委員会 気象庁 

十和田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

十和田湖２（国） 

 

 

大川岱 

 

大鰐（国） 

（固定点） 

N 

図８ 十和田 中湖周辺の GNSS観測点における３成分時系列図（2018 年１月～2025年 11月） 
・固定点として大鰐観測点（国土地理院）を使用。 ・十和田湖畔休屋は 2024年 12 月 11 日に観測開始。 

・大川岱と十和田湖２（国土地理院）は、2018 年から 2021年の観測値を用いて年周変化及び一次トレンドを除去している。 

※システム更新に伴うステップ状の変化 

 

2023 年前半から大川岱観測点の西方向と上方向への変位と十和田湖２（国）観測点の東方向への

変位が認められる。 

図９ 十和田 GNSSベクトル図（2023年１月～2025年 11月） 
・2018 年から 2021 年の観測値を用いて年周変化及び一次トレンドを除去している。 

・ベクトル図は開始期間と終了期間の平均観測量の差を変化量として赤矢印で示している。 

 

大川岱観測点の西方向と上方向への変位と十和田湖２（国）観測点の東方向への変位が認め

られる。いずれの変位もごくわずかであり、ノイズを除去しきれていない可能性がある。 

0.015m（N,E,U up） 

大川岱 東西成分 

大川岱 南北成分 

大川岱 上下成分 

十和田湖２（国） 東西成分 

十和田湖２（国） 南北成分 

十和田湖２（国） 上下成分 

十和田湖畔休屋 東西成分 

十和田湖畔休屋 南北成分 

十和田湖畔休屋 上下成分 

※ 
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第８回火山調査委員会 気象庁 

十和田 

図 11 十和田 観測点配置図 
白丸（○）は気象庁、黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院 （防)：防災科学技術研究所 （青）：青森県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0μradian (N,E up) 

発荷峠南傾斜計 

南北成分 

発荷峠南傾斜計 

東西成分 

アメダス休屋 

日降水量 

アメダス青森 

日平均気圧 

 

図 10 十和田 傾斜計（日値）による地殻変動の状況（2016年 12月～2025年 11月） 
・傾斜データは潮汐変化及び一次トレンドを除去している。 

・2016年 12 月に発荷峠南の運用開始。 

 

火山活動によると考えられる変化は認められない。 
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第８回火山調査委員会 国土地理院

十和田の干渉SAR時系列解析結果（だいち２号／４号南行）
ノイズレベルを超える変動は見られません。

だいち２号
だいち４号衛星名

2015-10-08
～

2025-09-19
観測期間

38.6°入射角
29データ数
116干渉ペア数
約 30 m空間分解能

地点A・B・Cにおける衛星-地表視線方向の変位の時系列

本解析で使用したデータは、JAXAとの協定及び火山活動衛星解析グループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。

衛
星
か
ら
遠
ざ
か
る

衛
星
に
近
づ
く

4

3

5

2

1

噴火警戒
レベル

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点

変位速度（解析期間：2015-10-08～ 2025-09-19）

A

B

背景：地理院地図標準地図
陰影起伏図・傾斜量図

干渉SAR時系列解析手法：SBAS法

電波照射方向

衛星進行方向

☆ 参照点：
電子基準点「十和田湖２」付近

十和田

☆

C

Analysis by GSI from ALOS-2 / ALOS-4 raw data of JAXA
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第８回火山調査委員会 国土地理院

だいち２号
だいち４号衛星名

2014-09-04
～

2025-10-10
観測期間

31.0°入射角
16データ数
46干渉ペア数

約 30 m空間分解能

本解析で使用したデータは、JAXAとの協定及び火山活動衛星解析グループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。

変位速度（解析期間：2014-09-04～ 2025-10-10）

Analysis by GSI from ALOS-2 / ALOS-4 raw data of JAXA

背景：地理院地図標準地図
陰影起伏図・傾斜量図

干渉SAR時系列解析手法：SBAS法

十和田

(白根山、本白根山) (本白根山)

(白根山)

十和田の干渉SAR時系列解析結果（だいち２号／４号北行）
ノイズレベルを超える変動は見られません。

衛星進行方向

電波照射方向

衛
星
か
ら
遠
ざ
か
る

衛
星
に
近
づ
く

4

3

5

2

1

噴火警戒
レベル

地点A・B・Cにおける衛星-地表視線方向の変位の時系列

☆ 参照点：
電子基準点「十和田湖２」付近

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点

A

B
C

☆
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第８回火山調査委員会 国土地理院

十和田の2.5次元解析結果（2022年～2025年）
ノイズレベルを超える変動は見られません。

本解析で使用したデータは、JAXAとの協定及び火山活動衛星解析グループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。

Analysis by GSI from ALOS-2 / ALOS-4 raw data of JAXA

十和田
背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

準上下方向

準東西方向

解析ペア：2022-09-01～2025-09-19（東→西）、2022-11-03～2025-10-10 （西→東）

Analysis by GSI from ALOS-2 / ALOS-4 raw data of JAXA

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点
☆ 参照点：電子基準点「十和田湖２」付近

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点
☆ 参照点：電子基準点「十和田湖２」付近

☆

☆
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第８回火山調査委員会 国土地理院

十和田

だいち２号
だいち４号

だいち２号
だいち４号衛星名

2014-09-04～2025-10-10
(b) 2022-11-03～2025-10-10 

2015-10-08～2025-09-19
(a) 2022-09-01～2025-09-19

観測日*1

計算期間*2

北行南行衛星進行方向
右(東)右(西)電波照射方向
31.0°38.6°入射角
約 30 m約 30 m空間分解能

*1観測日：SBAS法に使用した期間
*2計算期間：変位を計算した期間

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

(a) 2022-09-01～2025-09-19

南行軌道の変位速度

(b) 2022-11-03～2025-10-10

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点
☆ 参照点：電子基準点「十和田湖２」付近

北行軌道の変位速度

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

Analysis by GSI from ALOS-2 / ALOS-4 raw data of JAXA Analysis by GSI from ALOS-2 /ALOS-4 raw data of JAXA

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点
☆ 参照点：電子基準点「十和田湖２」付近

☆ ☆

本解析で使用したデータは、JAXAとの協定及び火山活動衛星解析グループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。

十和田の2.5次元解析結果（2022年～2025年）
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第８回火山調査委員会  防災科学技術研究所 

十和田 

十和田 
 

 
l GNSS 観測 

 
図１ GNSS 観測点基線図。黄色：防災科研、赤：気象庁、オレンジ：国土地理院の観測点。 

 
図２ 観測開始からの GNSS 観測点間の基線長変化 

概要：1 か所に観測点を設置して火山観測を開始した。他観測点との基線長に伸長の変動がみられ

るが、火山活動の影響ではなく季節変動の可能性もある。 
 

十和田中滝−十和田湖２ 

十和田中滝−大川岱 

十和田湖２−大川岱 

G
N

S
S

観
測

点
の

基
線

長
変

化
(c

m
) 
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第８回火山調査委員会  防災科学技術研究所 

十和田 

観測点配置図 

 
図３ 観測点配置図 国土地理院の地理院タイル（陰影起伏図）を使用。 

 

 

観測項目
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